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火山灰の複素屈折率推定によるひまわり火山灰アルゴリズムの改良

 

Estimation of ash refractive index and improvement of Himawari-8

volcanic ash algorithm
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　衛星による火山灰の監視では、昼夜の区別がない赤外チャンネルによる観測が有用である。火山灰を構成す

るケイ酸塩鉱物には波長10μm付近に特徴的な吸収帯が存在し、この吸収帯における２波長の輝度温度差か

ら、火山灰を水・氷雲と区別して観測することができる。また近年のひまわり8号などによる赤外多波長観測

では、数値モデルによる大気プロファイル情報と火山灰粒子の赤外光学特性を用いた放射シミュレーション結

果から、火山灰雲の物理量（雲頂高度・粒子有効半径・光学的厚さ、およびそれらを組み合わせた火山灰カラ

ム量）を推定することが可能となっている。火山灰の光学特性とその波長依存性は火山灰物質の吸収特性（複

素屈折率）に強く依存するため、対象となる火山灰雲の物質に対応した複素屈折率モデルを用いて火山灰雲の

物理量推定を行うことが重要となる。これまでの研究で、衛星赤外サウンダの火山灰雲観測で得られた赤外輝

度温度スペクトルと、複数の火山灰複素屈折率モデル（Prata et al. 2019）を用いることで、ひまわり8号によ

る火山灰推定に最適な複素屈折率モデルを推定できることがわかった。またひまわり等、多波長衛星イ

メージャ観測データから火山灰物理量推定を行う1DVAR解析アルゴリズム(OVAA)を開発した。赤外サウンダ

による複素屈折率の推定と、その複素屈折率をもとに作成した火山灰光学特性を組み込んだOVAAに

よって、より高精度なひまわりによる火山灰解析が可能になると考えられる。
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